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出
口
が
見
え
ず
微
笑
み
が
戸
惑
い
に
変
わ
る
タ
イ

 

∧
バ
ン
コ
ク
市
内
が
戦
場
に
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
月
十
九
日
∨

親
タ
ク
シ
ン
派
で
構
成
さ
れ
、
赤
を
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー

と
す
る
「
反
独
裁
民
主
戦
線
」（
Ｕ
Ｄ
Ｄ
、い
わ
ゆ
る
赤
シ
ャ

ツ
）
は
、
三
月
中
旬
か
ら
週
末
ご
と
に
バ
ン
コ
ク
市
内
で

反
政
府
抗
議
活
動
を
展
開
、
四
月
に
入
り
市
内
目
抜
き
通

り
の
中
心
ラ
チ
ャ
プ
ラ
ソ
ン
交
差
点
に
ス
テ
ー
ジ
を
設
け

反
政
府
抗
議
活
動
の
拠
点
と
し
た
。
赤
シ
ャ
ツ
の
も
う
一

つ
の
拠
点
パ
ン
フ
ァ
ー
橋
で
は
四
月
十
日
に
は
政
府
の
治

安
維
持
部
隊
と
Ｕ
Ｄ
Ｄ
と
が
衝
突
、
死
者
二
十
五
人
、
負

傷
者
八
〇
〇
人
以
上
を
出
す
惨
事
と
な
っ
た
。
そ
の
四
日

後
に
は
反
政
府
デ
モ
隊
は
パ
ン
フ
ァ
ー
橋
拠
点
を
捨
て
、

も
う
一
つ
の
ラ
チ
ャ
プ
ラ
ソ
ン
拠
点
に
集
結
し
た
。

ま
た
、
こ
の
地
区
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
は
数
多
く
の

外
国
企
業
や
駐
在
員
も
居
を
構
え
て
い
る
。
近
接
す
る

シ
ー
ロ
ム
通
り
は
ビ
ジ
ネ
ス
・
金
融
機
関
が
集
ま
っ
て

い
る
が
、
同
地
域
に
M
７
９
グ
レ
ネ
ー
ド
・
ラ
ン
チ
ャ
ー
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が
次
々
と
撃
ち
込
ま
れ
、
日
本
人
を
含
め
多
数
の
怪
我

人
も
出
た
。
政
府
は
経
済
・
産
業
へ
の
影
響
を
最
小
限

に
抑
え
る
た
め
、
早
期
決
着
の
道
を
探
っ
た
。
し
か
し
、

警
察
や
国
軍
内
部
に
多
数
の
赤
シ
ャ
ツ
支
持
派
が
い
る

こ
と
、
市
民
の
み
な
ら
ず
外
国
人
旅
行
客
や
駐
在
員
も

数
多
く
訪
れ
る
同
地
区
で
の
強
制
排
除
は
多
数
の
負
傷

者
や
被
害
を
伴
う
の
は
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
、
な
ど
か

ら
タ
イ
政
府
は
な
か
な
か
手
出
し
が
出
来
な
か
っ
た
。

占
拠
か
ら
約
一
カ
月
半
に
亘
り
膠
着
状
態
が
続
い
た

が
、
事
態
は
大
き
く
動
き
出
す
。
五
月
十
九
日
早
朝
、

親
赤
シ
ャ
ツ
兵
士
を
排
除
し
た
精
鋭
部
隊
と
と
も
に
装

甲
車
を
投
入
、
赤
シ
ャ
ツ
の
バ
リ
ケ
ー
ド
を
な
ぎ
倒
し

強
制
排
除
行
動
を
開
始
し
た
。
午
後
に
は
赤
シ
ャ
ツ
幹

部
が
反
政
府
デ
モ
集
会
解
散
を
宣
言
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
り
、
同
幹
部
は
警
察
本
部
に
出
頭
し
た
。

し
か
し
、
反
政
府
デ
モ
集
会
解
散
に
不
満
を
持
つ
一

部
の
参
加
者
が
バ
ン
コ
ク
市
内
で
器
物
破
損
、
略
奪
な

ど
の
蛮
行
に
及
ぶ
の
み
な
ら
ず
、
市
内
三
十
六
カ
所
に

放
火
し
、
黒
煙
が
同
時
に
複
数
立
ち
の
ぼ
る
な
ど
、
さ

な
が
ら
戦
場
と
化
し
た
。
集
会
会
場
に
隣
接
す
る
巨
大

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
セ
ン
ト
ラ
ル
ワ
ー
ル
ド
に

加
え
て
、
タ
イ
証
券
取
引
所
や
首
都
電
力
公
社
や
首
都

水
道
公
社
の
支
店
、
多
数
の
銀
行
も
焼
き
討
ち
の
憂
き

目
に
あ
っ
た
。

∧
支
持
を
失
う
赤
シ
ャ
ツ
∨

今
回
、
赤
シ
ャ
ツ
に
よ
る
一
連
の
反
政
府
デ
モ
活

動
の
き
っ
か
け
は
二
〇
一
〇
年
二
月
に
さ
か
の
ぼ
る
。

最
高
裁
判
所
は
不
正
蓄
財
の
疑
い
で
凍
結
さ
れ
て
い
た

タ
ク
シ
ン
元
首
相
お
よ
び
そ
の
家
族
の
資
産
七
六
六
億

バ
ー
ツ
の
う
ち
約
六
割
に
あ
た
る
四
六
四
億
バ
ー
ツ
を

汚
職
な
ど
不
正
蓄
財
で
得
た
資
金
と
認
定
、没
収
を
決
め
た
。

こ
れ
を
契
機
に
、
親
タ
ク
シ
ン
団
体
で
あ
る
Ｕ
Ｄ
Ｄ
が

約
一
年
ぶ
り
に
活
動
を
活
発
化
し
た
。
Ｕ
Ｄ
Ｄ
は
国
軍

や
枢
密
院
を
後
見
人
と
し
て
成
立
し
て
い
る
ア
ピ
シ
ッ

ト
政
権
の
即
時
解
散
を
求
め
て
、
バ
ン
コ
ク
市
内
で
行
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進
を
続
け
た
が
、
更
な
る
圧
力
を
か
け
る
べ
く
、
バ
ン

コ
ク
の
商
業
の
中
枢
「
ラ
チ
ャ
プ
ラ
ソ
ン
交
差
点
」
を

占
拠
・
人
質
と
し
た
。

タ
イ
国
内
で
は
「
選
挙
に
よ
り
選
ば
れ
た
政
権
の

樹
立
」
を
掛
け
声
に
、
民
主
主
義
回
復
・
実
現
を
望
む

声
も
多
く
、
一
連
の
Ｕ
Ｄ
Ｄ
反
政
府
抗
議
活
動
は
バ
ン

コ
ク
の
中
間
層
の
中
で
も
一
定
の
支
持
を
得
た
。
し
か

し
、
市
内
中
心
部
の
占
拠
が
長
期
間
に
お
よ
び
主
要
な

デ
パ
ー
ト
や
ホ
テ
ル
が
軒
並
み
閉
鎖
さ
れ
た
こ
と
、
す
っ

か
り
市
民
の
足
と
し
て
定
着
し
た
市
内
高
架
鉄
道
Ｂ
Ｔ

Ｓ
や
地
下
鉄
Ｍ
Ｒ
Ｔ
が
長
期
に
亘
り
運
行
停
止
に
追
い

込
ま
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
反
政
府
集
会
に
動
員
を
か
け

る
過
程
で
赤
シ
ャ
ツ
側
に
入
り
込
ん
だ
数
多
く
の
「
な

ら
ず
者
」
が
、
強
制
排
除
の
混
乱
に
乗
じ
て
器
物
破
損
、

略
奪
、
そ
し
て
放
火
な
ど
の
狼
藉
行
為
に
及
ん
だ
こ
と

な
ど
か
ら
、
そ
れ
ま
で
「
同
情
的
」
と
も
言
え
た
一
部

の
バ
ン
コ
ク
市
民
の
心
が
赤
シ
ャ
ツ
か
ら
離
れ
た
。

∧
タ
イ
に
吹
く
「
中
国
リ
ス
ク
」
と
い
う
神
風
∨

あ
の
強
制
排
除
か
ら
五
カ
月
近
く
が
経
過
し
た
。
タ

イ
政
府
は
経
済
や
産
業
活
動
へ
の
影
響
、
投
資
減
少
を

懸
念
し
失
意
の
ど
ん
底
に
あ
っ
た
が
、「
神
風
」
が
吹

い
た
。
こ
れ
は
主
に
、①
世
界
経
済
が
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
か
ら
の
回
復
局
面
を
迎
え
て
い
た
こ
と
、
②
こ
れ
ま

で
「
世
界
の
工
場
」
と
し
て
の
地
位
を
欲
し
い
ま
ま
に

し
て
き
た
中
国
が
大
き
な
過
渡
期
に
差
し
掛
か
っ
て
い

る
こ
と
、
で
あ
る
。

実
際
に
今
年
八
月
下
旬
、
タ
イ
国
家
経
済
社
会
開

発
庁
（
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
は
、
二
〇
一
〇
年
の
経
済
成

長
見
通
し
を
発
表
し
た
。
反
政
府
デ
モ
の
影
響
を
考

慮
し
下
方
修
正
す
る
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
上
方
修
正
を

行
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
政
府
見
通
し
三
・
五
～
四
・
五
％

を
、
ほ
ぼ
倍
の
七
・
〇
～
七
・
五
％
に
上
方
修
正
し
た
の

で
あ
る
。
タ
イ
の
基
幹
産
業
で
あ
る
自
動
車
の
生
産
台

数
も
二
〇
一
〇
年
は
一
五
〇
万
台
を
突
破
し
過
去
最
高

を
達
成
す
る
の
は
確
実
視
さ
れ
て
い
る
（
こ
れ
ま
で
は

二
〇
〇
八
年
の
一
三
九
万
台
が
最
高
）。

更
に
、「
政
情
混
乱
国
」
の
烙
印
を
押
さ
れ
た
タ
イ

を
救
っ
て
い
る
の
は
、「
中
国
リ
ス
ク
」
の
顕
在
化
で

あ
る
。
安
価
な
労
働
力
を
無
尽
蔵
に
提
供
す
る
こ
と

で
「
世
界
の
工
場
」
と
位
置
付
け
ら
れ
た
中
国
が
過
渡

期
を
迎
え
て
い
る
。
バ
ン
コ
ク
で
赤
シ
ャ
ツ
の
反
政
府

デ
モ
隊
の
強
制
排
除
が
行
わ
れ
て
間
も
な
く
、
中
国
の

各
地
で
労
働
争
議
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
た
。
一
部
外
資
系

企
業
で
従
業
員
が
賃
上
げ
を
求
め
労
働
争
議
を
展
開
し

た
。
あ
る
自
動
車
部
品
工
場
は
約
二
割
の
賃
上
げ
で
幕

引
き
を
図
っ
た
と
い
う
。
賃
上
げ
獲
得
の
情
報
が
流
れ

る
と
、
ま
た
た
く
間
に
日
本
や
台
湾
な
ど
中
国
広
域
の

外
資
系
企
業
に
同
労
働
争
議
が
伝
播
し
た
。
実
際
に
、

自
ら
の
み
な
ら
ず
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
労
働
争
議
の
影
響

を
受
け
る
形
で
、
ト
ヨ
タ
、
ホ
ン
ダ
、
デ
ン
ソ
ー
等
が

操
業
停
止
に
追
い
込
ま
れ
た
。
中
国
は
「
世
界
の
工
場
」

と
し
て
の
地
位
は
依
然
と
し
て
揺
る
ぎ
な
い
も
の
の
、

「
安
価
な
労
働
力
を
無
尽
蔵
に
提
供
す
る
」
環
境
に
は

も
は
や
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
に
輪
を
か
け
た
の
が
、
九
月
に
尖
閣
諸

島
付
近
で
発
生
し
た
中
国
漁
船
と
日
本
の
海
上
保
安
庁

巡
視
船
と
の
衝
突
と
こ
れ
に
伴
う
日
中
間
で
の
緊
張
の

高
ま
り
で
あ
る
。
中
国
は
近
年
、
経
済
的
な
実
力
を
備

え
つ
つ
あ
り
、
そ
の
力
を
日
本
に
対
し
試
す
べ
く
経
済

的
圧
力
を
か
け
た
。
こ
の
一
つ
の
事
例
が
「
レ
ア
ア
ー

ス
の
対
日
輸
出
禁
止
」
で
あ
る
。
世
界
の
レ
ア
ア
ー
ス

の
九
割
を
産
出
す
る
中
国
が
、
対
日
輸
出
を
禁
止
し
た
。

ま
た
、
中
国
側
税
関
で
日
本
と
の
輸
出
入
貨
物
の
検
査

が
厳
格
化
さ
れ
る
な
ど
、
産
業
界
へ
の
影
響
は
目
に
見

え
て
広
が
っ
た
。

日
本
企
業
は
巨
大
新
興
市
場
「
中
国
」
の
魅
力
に

惹
か
れ
な
が
ら
も
、
改
め
て
中
国
一
国
に
対
す
る
過
度

な
依
存
は
避
け
る
べ
き
と
の
声
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ

の
結
果
、
再
び
親
日
的
な
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
、
特
に
産
業
集

積
を
抱
え
る
「
タ
イ
」
を
「
政
治
情
勢
が
経
済
政
策
に

ま
で
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
」
有
望
な
投
資
先
と
評
価
す

る
向
き
も
出
て
い
る
。
実
際
に
今
回
の
騒
乱
で
は
、
バ

ン
コ
ク
近
郊
の
工
場
や
物
流
へ
の
影
響
は
ほ
ぼ
皆
無
で

あ
っ
た
。

実
際
に
投
資
受
入
も
順
調
で
あ
る
。
一
～
八
月
ま

で
の
タ
イ
の
外
国
直
接
投
資
受
け
入
れ
（
認
可
ベ
ー

ス
）
は
二
〇
〇
件
で
前
年
同
期
比
六
五
・
一
％
増
の

六
二
五
億
三
八
〇
〇
万
バ
ー
ツ
と
な
っ
た
。
タ
イ
政
府

も
こ
の
好
調
な
経
済
・
投
資
情
勢
に
、「
騒
乱
の
影
響

は
軽
微
」
と
自
信
を
深
め
て
い
る
。

日
系
企
業
は
、
タ
イ
の
政
情
の
行
方
に
一
抹
の
「
不

安
」
を
抱
え
る
も
の
の
、「
再
び
『
政
情
不
安
』
が
起
こ
っ

て
も
、
官
僚
機
構
は
比
較
的
強
固
で
あ
り
『
経
済
・
社

会
政
策
』
に
変
わ
り
は
な
い
（
は
ず
）」
と
自
ら
に
言

い
聞
か
せ
て
い
る
。

∧
政
情
不
安
が
経
済
分
野
に
も
影
響
∨

し
か
し
、
タ
イ
で
は
「
政
治
」
と
「
経
済
政
策
」
と

は
全
く
無
関
係
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
例
え
ば
、
タ
イ
中

央
部
に
位
置
し
、
主
に
石
油
精
製
と
石
油
化
学
製
品
を

中
心
と
し
た
重
化
学
工
業
を
主
軸
と
す
る
マ
プ
タ
プ
ッ

ト
工
業
団
地
。
中
央
行
政
裁
判
所
は
環
境
悪
化
を
理
由

に
同
工
業
団
地
と
そ
の
周
辺
地
域
で
行
わ
れ
る
七
十
六

事
業
を
差
し
止
め
る
判
決
を
出
し
た
。
も
と
も
と
言
え

ば
、
タ
ク
シ
ン
追
放
ク
ー
デ
タ
ー
で
新
た
に
策
定
さ
れ
た

二
〇
〇
七
年
憲
法
か
ら
派
生
し
た
問
題
で
あ
る
。

新
憲
法
で
は
、
環
境
や
天
然
資
源
、
健
康
面
で
地
域

社
会
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
事
業
は
出
来
な

い
と
し
て
い
る
一
方
、
環
境
影
響
評
価
、
住
民
等
か
ら

の
意
見
聴
取
、
独
立
機
関
に
よ
る
環
境
・
健
康
影
響
評

価
の
実
施
を
条
件
に
、
事
業
実
施
を
可
能
と
す
る
例
外

規
定
を
設
け
て
い
る
。
こ
の
問
題
は
、
原
告
側
住
民
等

が
、
憲
法
六
十
七
条
に
基
づ
く
、
(1) 

環
境
・
健
康
に
重

大
な
影
響
の
お
そ
れ
の
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
指
定
、

(2) 

環
境
影
響
評
価
等
を
評
価
す
る
独
立
し
た
機
関
の
設

置
、
に
関
す
る
立
法
作
業
を
怠
っ
た
と
し
て
、
行
政
側

の
手
続
き
の
瑕
疵
を
提
訴
し
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。

ま
た
、
同
様
の
問
題
は
高
速
デ
ー
タ
通
信
が
可
能
な

第
三
世
代
（
３
Ｇ
）
携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
の
入
札
で
も

発
生
し
た
。
新
憲
法
で
は
現
行
、
ま
だ
発
足
し
て
い
な
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い
「
国
家
放
送
通
信
委
員
会
」（
Ｎ
Ｂ
Ｔ
Ｃ
）
が
放
送
・

通
信
料
分
野
の
決
定
権
限
を
持
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
政
府
は
早
急
に
３
Ｇ
導
入
を
推
し
進
め
る
べ
く

既
存
の
国
家
通
信
委
員
会
（
Ｎ
Ｔ
Ｃ
）
主
導
で
入
札
準

備
を
進
め
た
が
、
二
〇
一
〇
年
九
月
に
最
高
行
政
裁
判

所
は
「
Ｎ
Ｔ
Ｃ
に
は
権
限
が
な
い
」
と
し
て
入
札
の
中

止
を
命
じ
た
。

マ
プ
タ
プ
ッ
ト
問
題
、
３
Ｇ
入
札
問
題
と
も
に
、
ク
ー

デ
タ
ー
で
成
立
し
た
新
憲
法
上
の
要
件
に
対
し
、
政
府

側
が
制
度
面
で
対
処
出
来
て
い
な
い
こ
と
が
混
乱
が
波

及
し
た
例
で
あ
る
。

∧
赤
と
黄
の
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

抜
け
出
せ
な
い
タ
イ
∨

セ
ン
ト
ラ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
等
市
内
の
幾
つ
か
の
場
所

で
は
強
制
排
除
直
後
に
発
生
し
た
火
災
の
痕
跡
が
今
で

も
見
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
復
旧
は
一
歩
一
歩
進
ん
で

お
り
、
バ
ン
コ
ク
市
内
は
日
常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
。

今
回
、
強
制
排
除
の
完
了
は
、
必
ず
し
も
政
情
混
乱
の

集
結
を
意
味
し
な
い
。

二
〇
〇
八
年
末
に
は
「
民
主
主
義
市
民
連
合
」（
Ｐ

Ａ
Ｄ
、
い
わ
ゆ
る
黄
シ
ャ
ツ
）
が
空
港
を
約
十
日
間
に

亘
っ
て
占
拠
し
た
。
昨
年
は
東
ア
ジ
ア
各
国
首
脳
の
目

前
で
ア
ピ
シ
ッ
ト
政
権
の
早
期
退
陣
を
求
め
前
述
の
赤

シ
ャ
ツ
が
サ
ミ
ッ
ト
会
場
に
乱
入
し
て
い
る
。
タ
イ
で

親
タ
ク
シ
ン
派
政
権
が
出
来
れ
ば
「
黄
」
が
、
反
タ
ク

シ
ン
政
権
が
出
来
れ
ば
「
赤
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
登
場
し
、

タ
イ
の
社
会
・
政
治
情
勢
を
揺
る
が
し
て
い
る
。
国
民

の
中
に
は
、
赤
と
黄
の
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
か
ら
脱
す
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
進
む
べ
き
道
を
指
し
示
し
て
き
た
プ

ミ
ポ
ン
国
王
の
登
場
に
期
待
す
る
声
が
強
い
。

一
九
九
二
年
五
月
、
ス
チ
ン
ダ
将
軍
の
政
権
奪
取
に

市
民
グ
ル
ー
プ
は
強
く
反
発
、
国
軍
と
の
間
で
衝
突
、

多
数
の
死
傷
者
が
発
生
し
た
。
国
王
は
両
者
の
仲
裁
を

行
い
、
事
態
を
解
決
に
導
い
た
。
今
回
、
国
王
は
「
沈

黙
」
し
た
ま
ま
。「
沈
黙
」
の
理
由
は
様
々
な
と
こ
ろ

で
さ
さ
や
か
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
数
年
の
騒
乱
は
タ
イ

国
民
同
士
の
対
立
で
あ
り
、
一
九
九
二
年
（
軍
対
市
民
）

と
は
様
相
が
異
な
る
こ
と
も
要
因
と
み
ら
れ
る
。

∧
赤
と
黄
、
続
く
不
法
占
拠
に
よ
る
目
的
実
現
∨

今
回
の
対
立
は
、
地
方
部
や
貧
困
層
を
中
心
に
構

成
さ
れ
、
二
〇
〇
六
年
の
ク
ー
デ
タ
ー
で
放
逐
さ
れ
た

タ
ク
シ
ン
元
首
相
を
事
実
上
の
領
袖
と
す
る
赤
シ
ャ
ツ

と
、
都
市
部
中
間
層
を
中
心
と
し
、
プ
レ
ム
枢
密
院
議

長
や
守
旧
派
の
支
援
を
受
け
る
黄
シ
ャ
ツ
派
と
の
も
の

と
し
て
描
か
れ
る
。
し
か
し
、
赤
シ
ャ
ツ
側
に
は
、
自

由
選
挙
を
通
じ
た
民
主
主
義
実
現
を
目
指
す
都
市
部
イ

ン
テ
リ
層
や
富
裕
層
も
数
多
く
含
ま
れ
る
。

こ
れ
ま
で
タ
イ
は
、
い
わ
ば
首
都
バ
ン
コ
ク
中
心
に

政
治
・
経
済
が
運
営
さ
れ
て
き
た
。
地
方
部
や
貧
困
層

は
全
く
の
蚊
帳
の
外
で
あ
る
。
地
方
部
に
光
を
当
て
、

地
方
住
民
を
政
治
に
目
覚
め
さ
せ
た
の
は
二
〇
〇
一
年

に
首
相
に
就
い
た
タ
ク
シ
ン
・
シ
ナ
ワ
ッ
ト
で
あ
る
。

タ
ク
シ
ン
は
一
代
で
タ
イ
を
代
表
す
る
財
閥
を
築
き
あ

げ
た
持
ち
前
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
、
地
方
や
低

所
得
者
層
の
底
上
げ
に
繋
が
る
経
済
政
策
を
次
々
と
実

施
し
た
。
一
回
の
診
療
額
を
三
〇
バ
ー
ツ
の
定
額
制
に

す
る
「
三
〇
バ
ー
ツ
医
療
」、
肥
料
な
ど
の
購
入
で
借

金
漬
け
に
な
っ
て
い
る
農
家
に
対
し
元
金
お
よ
び
金
利

返
済
を
停
止
す
る
な
ど
で
あ
る
。
タ
ク
シ
ン
は
人
口

の
大
半
を
占
め
票
田
で
も
あ
る
地
方
部
の
強
い
支
持
を

得
、
選
挙
で
は
圧
倒
的
強
さ
を
発
揮
し
た
。

タ
ク
シ
ン
の
地
方
優
先
と
も
み
え
る
政
策
は
、
バ
ン

コ
ク
都
市
部
住
民
の
不
満
を
高
め
た
。
都
市
部
住
民
や

守
旧
派
は
、
国
王
の
誕
生
曜
日
色
「
黄
色
」
を
シ
ン
ボ

ル
カ
ラ
ー
に
、「
利
益
誘
導
」、「
金
権
政
治
」
と
し
て

反
タ
ク
シ
ン
運
動
を
展
開
し
た
。
た
だ
し
、「
選
挙
」

と
い
う
民
主
的
な
手
法
で
は
親
タ
ク
シ
ン
派
の
勝
利
は

明
ら
か
で
あ
る
。
黄
シ
ャ
ツ
は
暗
に
守
旧
派
の
支
援
を

受
け
な
が
ら
、
自
ら
の
主
義
・
主
張
実
現
を
図
っ
て
き

た
。
こ
の
一
連
の
活
動
が
二
〇
〇
六
年
の
タ
ク
シ
ン
放

逐
ク
ー
デ
タ
ー
に
繋
が
っ
た
。
ク
ー
デ
タ
ー
後
の
選
挙

で
再
び
親
タ
ク
シ
ン
政
権
が
成
立
し
た
後
も
、
度
あ
る

毎
に
反
政
府
集
会
を
挙
行
し
た
。
こ
れ
に
呼
応
す
る
形

で
守
旧
派
寄
り
の
司
法
も
、
親
タ
ク
シ
ン
政
権
や
与
党

に
対
し
次
々
に
不
利
な
判
決
を
下
し
、
首
相
失
職
や
同

与
党
解
党
を
演
出
し
た
。
同
時
に
守
旧
派
や
国
軍
は
親

タ
ク
シ
ン
政
党
を
切
り
崩
し
、
下
院
特
別
議
会
で
民
主

党
ア
ピ
シ
ッ
ト
党
首
の
首
相
選
出
を
お
膳
立
て
し
た
。

こ
れ
に
猛
烈
に
反
発
し
た
の
は
親
タ
ク
シ
ン
派
の
赤

シ
ャ
ツ
で
あ
る
。
赤
シ
ャ
ツ
は
、
守
旧
派
が
後
ろ
盾
で

成
立
し
た
ア
ピ
シ
ッ
ト
政
権
の
退
陣
を
求
め
、「
選
挙

に
よ
り
民
意
を
問
え
」
と
声
高
に
叫
ぶ
。
昨
年
は
タ
イ

で
の
東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
を
中
止
に
追
い
込
み
、
今
年

は
バ
ン
コ
ク
中
心
部
を
占
拠
し
た
。
現
ア
ピ
シ
ッ
ト
政

権
は
、
共
同
歩
調
を
と
っ
て
き
た
「
黄
シ
ャ
ツ
」
の
首

相
官
邸
や
空
港
の
占
拠
に
対
し
依
然
と
し
て
明
確
な
処

罰
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
赤
シ
ャ
ツ
対
し
て
厳
し
く
対
処

で
き
な
い
弱
み
を
抱
え
る
。
赤
シ
ャ
ツ
、
黄
シ
ャ
ツ
と

で
繰
り
返
し
行
わ
れ
る
「
不
法
占
拠
」
に
よ
る
目
的
実

現
。
こ
の
負
の
連
鎖
に
依
然
と
し
て
出
口
は
見
え
な
い
。

ク
ー
デ
タ
ー
か
ら
丁
度
四
年
目
に
当
た
る
二
〇
一
〇

年
九
月
十
九
日
、
再
び
ラ
チ
ャ
プ
ラ
ソ
ン
交
差
点
に

一
万
人
以
上
と
も
言
わ
れ
る
赤
シ
ャ
ツ
隊
が
終
結
し

た
。
当
初
、
治
安
当
局
は
デ
モ
参
加
者
は
一
〇
〇
〇
人

程
度
と
見
て
い
た
が
、
好
調
な
経
済
情
勢
下
で
も
依
然

と
し
て
「
赤
」
と
「
黄
」
と
で
国
内
が
二
分
さ
れ
て
い

る
現
実
、
そ
し
て
赤
シ
ャ
ツ
の
動
員
力
を
改
め
て
見
せ

付
け
ら
れ
た
。

タ
イ
が
取
り
戻
し
た
「
日
常
」
は
い
つ
ま
で
続
く
の

か
、
国
民
も
そ
し
て
企
業
も
一
抹
の
不
安
を
感
じ
て
い

る
。
東
南
ア
ジ
ア
の「
微
笑
み
の
国
」と
言
わ
れ
た
タ
イ
。

未
だ
そ
の
出
口
の
見
え
な
い
社
会
・
政
情
混
乱
に
「
微

笑
み
」
の
表
情
が
「
戸
惑
い
」
に
変
わ
っ
て
い
る
。

　

（
す
け
が
わ 

せ
い
や　

ア
ジ
ア
研
究
所
嘱
託
研
究
員
）
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